
共通基盤看護学講座

氏名 所属 職名 取得学位 専門分野 主な論文・著作・業績

三浦　幸枝 共通基盤看護学講座 教授
修士

（看護学）

慢性看護学

臨床看護学

①文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「課題名：中小規模病院に勤務する看護師長の承認行為獲得にむけた教

育プログラムの開発」2021年-2023年（研究分担者）

②文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「課題名：在宅看護でのオーラルリテラシーを向上させる新たな口腔衛

生教育ツール開発」2022年⁻2025年（研究分担者）

③岩泉康子,三浦幸枝,宮坂昭生,滝川康祐,肝疾患拠点病院としての肝炎医療コーディネーターの活動と今後の課題.日本

消化器病学会雑誌P262(2021)

④舘向真紀，三浦幸枝，三浦まゆみ，老人保健施設における看取りに関する看護職と介護職の認識～一事例を通して～

/日本看護学教育学会第30回学術集会抄録集．P-12-2（2020）

⑤三浦幸枝，秋山智弥，武田邦子，横田真理子，地域における専門看護師・認定看護師・特定行為に係る研修修了者の

ニーズの検証/第40回日本看護科学学会学術集会抄録集．P23-010（2020）

菖蒲澤　幸子 共通基盤看護学講座 教授
博士

（看護学）

看護管理学

基礎看護学

看護情報学

①Sachiko SHOBUZAWA, Yoshihito ENDO,Kazushi YAMANOUCHI,Availability of nursing informatics education for

master’s programs in nursing administration at graduate schools of nursing in Japan,Nurses and Midwives in the

Digital Age,online with Open Access by IOS Press doi:10.3233,44-46(2021)

②菖蒲澤幸子,ケアの課題解決に生かせる看護のデータ,看護 74(3), 66-70 （2022.03）

③菖蒲澤幸子，【HISの宿命的課題解決に向けての具体策】早期着手すべき対策と実効性　看護師のITリテラシー向上

のための課題と具体的解決策,新医療,48巻7号,60-63(2021.07)

④秋元静香, 菖蒲澤幸子, 山田典子,病棟看護師長が認定看護師を有効活用するために 実行している関わり方や工夫,日本

看護科学学会誌 41, 674-682, 2021.

⑤小野保, 菖蒲澤幸子,看護基礎教育における情報セキュリティおよび情報倫理教育内容の検討－医療情報基礎知識検定

試験と情報処理技術者試験の内容から－ ,第22回 日本医療情報学会看護学術大会論文集 115-118,2021.

小松　恵 共通基盤看護学講座 特任准教授
博士

　(学術）

基礎看護学

臨床看護学

①小松恵，TOMODACHI　J&J　災害看護研修プログラムの5年間の成果～参加学生の体験の質的分析と修了生（アル

ムナイ）の進路と活動状況から～日本災害看護学会第23回年次大会講演集．125（2021）

②小松恵，医療機関における医療機器等を安全に使用するための情報共有はどうあるべきか　米国における医療機器に

関する情報周知・共有及び情報伝達に関連するインタビュー調査報告　第16回医療の質・安全学会学術集会．47

（2021）

③日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）医薬品等規制調和・評価研究事業「医療機関における医療機器等を安全に使用す

るための情報共有のあり方の研究」2020-2021年（研究分担者）

④小松恵，東日本大震災で被災した看護学生対象の日米共同災害看護研修プログラムの成果 /保健医療学雑誌．第11巻

2号：108-120（2020）

⑤厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進事業）「課題名：医療安全支援センターと医療機関内患者相談窓

口の地域における連携と人材育成のための研究」全国医療安全支援センターへ相談員への質問紙による調査による連携

所実態/医療の質・安全学会第15回学術集会抄録集．17（2020）



共通基盤看護学講座

氏名 所属 職名 取得学位 専門分野 主な論文・著作・業績

佐藤　奈美枝 共通基盤看護学講座 特任准教授
博士

（看護学）

臨床看護学

看護管理学

①文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「課題名：中小規模病院に勤務する看護師長の承認行為獲得にむけた教

育プログラムの開発」2021年-2023年（研究代表者）

②佐藤奈美枝，伊藤收，看護師長の承認行為を取り巻く現象の構造－看護師長とスタッフナースの調査からの検討/第

41回日本看護科学学会学術集会抄録集，P1-31（2021）

③武田邦子，佐藤奈美枝，秋山智弥，成人看護学急性期演習における臨床看護師との協働教育が実習にもたらす効果の

検証/第41回日本看護科学学会学術集会抄録集，P3-21（2021）

④武田邦子，佐藤奈美枝，秋山智弥，小松恵，成人看護学（急性期）技術演習における臨床看護師との協働教育の効果

/第40回日本看護科学学会学術集会抄録集．P2-159（2020）

⑤佐藤奈美枝，伊藤收，看護師長が部下に対して行っている承認の構造の特性/岩手県立大学看護学部紀要．22：1-13

（2020）

柏木　ゆきえ 共通基盤看護学講座 特任准教授
修士

（看護学）
基礎看護学

①柏木ゆきえ，小林由美子，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，OSCE を活用したフィジカルアセスメントの技術試験の

取り組みと学生の振り返りからみた課題，岩手看護学会誌，第15巻第2号：70-77(2021)

②小林由美子，柏木ゆきえ，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，基礎看護学実習Ⅰ（病院実習・介護施設実習）で経験し

た看護技術の実態，岩手看護学会誌，第15巻第2号：84-91(2021)

③野里同，小坂未来，小林由美子，柏木ゆきえ，三浦まゆみ，基礎看護技術演習に自作の視聴覚教材（動画）を導入し

た際のe-learning システムの利用状況と課題，岩手看護学会誌，第15巻第2号：78-83(2021)

④柏木ゆきえ，新沼剛，永易裕子，日本赤十字社第一ブロック支部合同災害救護訓練におけるＡ大学およびＡ短期大学

の取り組み/日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学紀要． 第20号：81-86（2016）

小坂　未来 共通基盤看護学講座 講師
修士

（看護学）

基礎看護学

臨床看護学

①小坂未来，三浦まゆみ，看護基礎教育一年次の災害看護教育における学生の学び―身近な過去の災害を題材としたア

クティブラーニングを実施して―/岩手看護学会誌,15巻2号：41-49（2021）

②小坂未来，三浦まゆみ，看護基礎教育一年次における災害看護教育の効果-近年の災害をグループワークに用いて-/

日本看護学教育学会第29回学術集会抄録集．18（2019）

③小坂未来，近江聖子，宮野加代子，出口育美，三浦幸枝，病院における育児短時間勤務に従事する看護師の職務満足

に関する実態調査/日本看護管理学会学術集会抄録集．320（2018）

④小坂未来，佐藤奈美枝，三浦幸枝，教育担当者研修にルーブリック評価を導入した影響/第38回日本看護科学学会学

術集会抄録集．1-4-2（2018）

⑤小坂未来，武田利明，浸透圧利尿薬の血管外漏出に対する罨法の有効性/北日本看護学会誌．20巻1号：13-18

（2017）

武田　邦子 共通基盤看護学講座 講師
修士

(社会福祉学）

臨床看護学

社会福祉学

①武田邦子，佐藤奈美枝，秋山智弥，成人看護学急性期演習における臨床看護師との協働教育が臨床実習にもたらす効

果の検証/第41回日本看護科学学会学術集会抄録集．99（2021）

②秋山直美，松永 篤志，伊藤 奈央，武田 邦子，森川 美絵，秋山 智弥，地域事業所へのCOVID-19の影響に関するイ

ンタビュー調査－地域事業所管理者の視点から－/第41回日本看護科学学会学術集会抄録集．101（2021）

③武田邦子，佐藤奈美枝，秋山智弥，小松恵，成人看護学（急性期）技術演習における臨床看護師との協働教育の効果

/第40回日本看護科学学会学術集会抄録集．111（2020）

④三浦幸枝，秋山智弥，武田邦子，横田眞理子，地域における専門看護師・認定看護師・特定行為に係る研修者(以下,

リソースナース)のニーズの検証/第40回日本看護科学学会学術集会抄録集．167（2020）

⑤三浦幸枝，秋山智弥，横田眞理子，武田邦子，岩手県における専門看護師、認定看護師、特定行為研修修了者の現状

と課題/令和元年岩手県委託研究報告書．2019年～2020年



共通基盤看護学講座

氏名 所属 職名 取得学位 専門分野 主な論文・著作・業績

小林　由美子 共通基盤看護学講座 講師
修士

　(医科学）
基礎看護学

①小林由美子，柏木ゆきえ，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，基礎看護学実習Ⅰ（病院実習・介護施設実習）で経験し

た看護技術の実態/岩手看護学会誌第15巻第１号・第２号：84-91(2021)

②柏木ゆきえ, 小林由美子, 野里同, 小坂未来,三浦まゆみ,OSCEを活用したフィジカルアセスメントの技術試験の取り組

みと学生の振り返りからみた課題   /岩手看護学会誌第15巻第１号・第２号：70-77(2021)

③ 野里同, 小坂未来, 小林由美子,  柏木ゆきえ,　三浦まゆみ,  基礎看護技術演習に自作の視聴覚教材（動画）を導入し

た際のe-learningシステムの利用状況と課題/岩手看護学会誌第15巻第１号・第２号：78-83(2021)

④小林由美子，赤平美津子，遠藤仁，小泉範高，山家健仁，三條克己，工藤薫，八木淳子，星克仁，中山秀紀，大塚耕

太郎，精神科医療看護職へのアルコール健康障害への教育の関連因子について-A県の精神科医療施設看護職への調査-/

第50回日本看護学会-精神看護-学術集会抄録集．110（2019）

伊藤　奈央 共通基盤看護学講座 講師
修士

（看護学）

がん看護学

緩和ケア

①文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）「課題名：緩和ケア領域におけるがん患者への患者報告型アウトカム実

装研究」2022年-2024（研究代表者）

②Ishii Y, Ito N, Matsumura Y, Aoyama M, Miyashita M. Feasibility of the Integrated Palliative care Outcome Scale

(IPOS) for non-cancer patients: An interview study for clinical use/ 14th Asia Pacific Hospice Palliative Care

Conference (APHC), 2021 Nov 13-14, WEB.

③伊藤奈央，宮下光令，Web連載 注目！がん看護における最新エビデンス 第44回 COVID-19パンデミックと緩和ケア

病棟 カナダにおける家族の情報ニーズに関する横断研究．エンドオブライフケア．日総研出版．2021．

④伊藤奈央，石井容子，青山真帆，宮下光令，患者報告型アウトカム（Patient Reported Outcome）の有用性と障壁

についてのインタビュー調査/第26回日本緩和医療学会学術大会．6-11-3（2021）

⑤伊藤奈央，青山真帆，安保博文，坂下明大，松村優子，宮下光令，全国の専門的緩和ケアにおけるpatient Reported

Outcomeの日常的な使用状況/第25回日本緩和医療学会学術大会（緩和・支持・心のケア合同学術大会）．4-8-1

（2020）

松田　悠史 共通基盤看護学講座 助手
学士

（看護学）
基礎看護学

①中村一美，近藤淑子，松田悠史他，NHF装着患者の皮膚トラブルに対する保護剤の選択と効果/第104回日本呼吸器

学会東北地方会（2017）

②畠山歩，松田悠史，高橋晴美他，COPD患者に対するセルフマネジメント確立のための情報ニーズに関する調査研究

/日本看護学会論文集：在宅看護．46号：91-94（2016）

③松田悠史，デートDV加害者の認識と実態-保健福祉系大学生の意識調査から-/看護教育．第49巻8号：718-722

（2008）

照井　春樹 共通基盤看護学講座 助手
学士

（看護学）

臨床看護学

基礎看護学

榿澤　佳澄実 共通基盤看護学講座 助手
学士

（看護学）

基礎看護学

臨床看護学


